

























切紙とは、元来一枚の紙を小片に切紙したものを指すのである。従って、書物の中に注記など書込む際に張紙などを行って書添へをするその小紙片もまた切紙を用ひるわけである。その切紙に記した部分を本体の 冊から取りはづせば、その紙片は必要な記載を持っ 切紙となる。本体 その部分だけ離した扱ひにするには好都合の形式である。古今伝授の切紙も、古今集の本文と注釈との伝授が主体である以上、も 小紙片に記るされた別紙であったに相違なかろう。
その後、切紙については、この川瀬氏説が継承されている。例えば、
新井栄蔵氏は次のように記し、その後の古今伝受研究においては、新井氏説が引用されている。











た小紙片二紙は、その寸法の小紙片に切紙の内容を記したのであろうか。古今伝受の切紙は最奥の秘伝であり、三センチメートル足らずの幅の小紙片にメモして書き込めるほど簡略ではない。しかも、切紙はそれぞれの古今伝受において 師から弟子へと相伝された整然とした体系を持っている。 にメモした貼り紙を寄せ集めて成立 たは考えにくい。こうしたことから、これらの小 片は、切紙の縦と横との寸法を記したも と推定すべきであろう。
宗祇を継承する三流の古今切紙を比較すると、三条西実隆が継承し


























この小紙片については「烏丸光広の古今伝受」 （ 『近 文学俯瞰』平
９
 
汲古書院）において検討を加えた。
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